
美とメディア実装1 
「ビューティフルデザイン」情動に訴える 

2023年度 
渡邉 賢悟 (渡辺電気株式会社) 

Creative Application A26

1



受講のてびき
• 本資料は作成者の解釈が含まれます, 答えのない議論があります 

• 前半で1テーマの紹介, 後半でテーマを深める議論を行います 

• 前期と後期がリンクしています. 予習復習の参考にしてください
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前期 A12 
◯◯のメディア論

後期 A26 
◯◯のメディア実装論



本日のテーマ

‣ 美しいと感じるメッセージには惹かれる
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前期概要 メディア・モデル
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ビューティフルデザイン
‣ メッセージを興味惹くものにする, 表現 + 美の普遍性の検討・設計 

‣ 美は情動を揺らす. 情動をメッセージに溶け込ませメディアとして高める
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まとめ

‣ メディア・モデルにおいて, 交流から生まれる表現は美で接合される 

‣ 人は基本的に, 醜悪なメッセージをわざわざ欲しがらない 

‣ ビューティフルデザイン 

‣ メッセージを受け取りやすく工夫すると, 美の普遍性は自然付与する 

‣ 意識的に美を考慮することでさらにメディア性を高められないか？ 

‣ メッセージを受信してもよいかな？と感じてもらう
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本日の議論・考察一助

a. 美の主観性・普遍性を改めて見直し, 本件の難しさを考えたい 

b. メッセージの意識的な装飾は諸刃の剣でもある. どういうことか 

c. 具体的に見られるメッセージの美のデザインを挙げて議論
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次回予定

美とメディア実装2 
「インフラストラクチャ」長く在るには 
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